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介護ベッド用テレビ「アーチ」︓１９型テレビ　（LG-AS19BTM-ATS）

ベ ッ ド へ の 取 付 方 法
安全の為、設置作業の一番最後に電源・アンテナ出力へ接続下さい。

設置作業を楽に行って頂けるように、
「アーチパイプ」に「配線類」「上・下クランプ」を
予め当社にて組み込み済みの状態でお渡しいたします。

アーチパイプの上・下クランプ間を動かし、
アーチパイプが垂直の状態でヘッドパネルへ挟み、
クランプのグリップボルトを全てしっかり締めます。

1. アーチパイプは予め配線済みです 2. ベッドのヘッドパネルにアーチパイプを取付

ベッドの形状によっては「アーチパイプ」や「上下クランプ」を
正しく取付出来ない場合に「スペーサー（当て木）」を使用します。

ホルダー用スペーサー（当て木）について

アーチパイプが垂直を確認して
全てのグリップボルトをしっかり締めて下さい。
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≪写真例≫

・穴の位置にケーブルが当たる
・真横から覗き込めばケーブルを目視も出来ます。

配線が
外周寄る

内側に曲げる

ボルト
ナット

画像の様に配線類をアーチパイプ内側へ曲げる事で、
パイプ内部の配線が外周に寄せてずらせます。

・配線類「電源・アンテナ」はアーチパイプ内部を通る
・取付金具「上・下クランプ」をアーチパイプにはめた状態

ベッド
２．クランプの押さえ皿の保護
支え皿が傾くと、しっかり支え切れません。
まっすぐ当たるよう、スペーサー挟み入れる。

１．アーチパイプが垂直にならない場合
ヘッドパネル間にスペーサーを挟むことで、
アーチパイプを垂直に調整します。

押さえ皿が傾く

垂直では無い
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3. アーチパイプへテレビ取付

4. 各配線をテレビに接続

１．グリップボルトをしっかり奥まで通す。

２．反対の穴から出てきたボルトにグリップナットをはめて、
　　両側からしっかり締める。

≪写真例≫

←テレビ接続
グリップボルト用の穴

「アーチパイプ先端側面の穴」に「テレビ裏側の取付部」を
穴の位置を合わせてグリップボルトを通してテレビを取付けます。
「アーチパイプ先端側面の穴」に「テレビ裏側の取付部」を
穴の位置を合わせてグリップボルトを通してテレビを取付けます。

※安全の為しっかり締める　※ボルトを通す穴は左右どちら側でも可

パイプの内部には配線が通っています。
グリップボルトを穴に通す際に、パイプ内配線に当たり傷める可能性

≪パイプ内透過作図≫

≪ケーブルを寄せてずらし、グリップボルトを通す≫

きつく締める︕

※手袋をつけるとグリップボルト・ナットに
より力が入り、しっかりと締められます。
※手袋をつけるとグリップボルト・ナットに
より力が入り、しっかりと締められます。

地上波アンテナ分波器

電源 各映像入力
（コンポジットピン /HDMI）

アンテナ (BS/CS)

イヤホン
（正面）

≪テレビ裏側の各端子の位置≫

アーチパイプ内側を通る「電源」「アンテナ」
各ケーブルを写真のようにテレビへ接続します。

アンテナは「分波器」を介して 2 本に分岐させます。
それぞれ、「地上」「BS/CS」各端子に接続

その他のケーブル「映像入力」「イヤホン」などは
必要に応じて任意で用意・接続下さい。
※これらもアーチパイプに沿わすには、
パイプ外側にバンド留めなどで行って下さい。

5. アンテナ・電源ケーブルを出力端子へ接続

6. 最終確認・設置完了

アーチパイプ末端からのケーブル（電源・アンテナ）を出力端子（コンセント）へ接続下さい。

・ベッドにしっかりと設置出来ているか
・テレビの初期設定を行い放送受像が行えるか

※パイプからケーブル長さで足りない場合は
　電源・アンテナ各ケーブルを用意頂き、
　継足し延長下さい。

最後に設置に問題無いか、今一度ご確認下さい。

これらをご確認頂き問題なければ、
以上で『設置完了』です。

株式会社ニューライフ　（ lifegreen.co.jp ）

介護ベッド用テレビ「アーチ」
設置完了　写真例

※各イラスト・写真は説明用です「寸法比率・形状省略・配色」など現物と異なります。

部屋の壁などの
コンセント

テレビ取付時の注意点


